
陸
軍
被
服
本
廠
か
ら
「
は
き
も
の
」
つ
ま
り
軍
靴
の
研
究
委
託
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
研
究
命
令
が
暉
峻
義
等
所
長
の
労
働
科
学
研
究
所
に

き
た
の
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
勝
木
新
次
博
士
の
指
導
の
も
と
に
私
が
こ
の
研
究
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

職
場
の
履
物
の
研
究
を
か
ね
て
調
査
や
実
験
を
行
な
っ
た
。
そ
の
間
に
履
物
の
歴
史
の
資
料
集
め
も
行
っ
た
。

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
私
は
臨
時
名
古
屋
第
二
陸
軍
病
院
に
応
召
し
た
。
多
数
の
脚
気
や
栄
養
失
調
の
病
兵
の
治
療
を
担
当
し
た
の

（
一
）

で
、
脚
気
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
し
て
産
業
労
働
者
の
脚
気
に
関
連
さ
せ
て
脚
気
の
歴
史
も
含
め
て
四
編
の
論
文
を
陸
軍
病
院
で
書
い
た
。

敗
戦
後
、
研
究
所
に
帰
っ
た
私
は
軍
靴
か
ら
離
れ
て
履
物
研
究
の
追
加
実
験
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

（
一
一
）

に
勝
木
新
次
博
士
と
私
の
共
著
で
河
出
書
房
か
ら
新
書
判
で
『
は
き
も
の
の
科
学
』
を
出
版
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
最
初
の
著
書
で
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
も
私
は
和
風
履
物
の
歴
史
資
料
な
ど
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
私
は
戦
前
か
ら
い
さ
さ
か
歴
史
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
食
糧
不
足
時
代
で
、
ま
だ
東
京
に
は
戦
災
の
傷
跡
が
大
き
く
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
時
盈
、
神
田
や
本
郷
の
古
書
店
に
足
を
運

は
じ
め
に

一
『
扶
氏
長
生
法
』

医
史
学
と
私

三
浦
豐
彦

距
薙
望
諜
鱈
一
三
鐺
漂
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訳
者
は
松
本
・
辻
恕
介
と
あ
っ
た
が
、
私
は
扶
氏
と
は
だ
れ
か
も
知
ら
ぬ
よ
う
な
医
史
学
に
無
知
の
状
態
だ
っ
た
。

中
野
操
、
大
鳥
蘭
三
郎
両
先
生
に
扶
氏
と
は
だ
れ
か
、
訳
者
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
手
紙
を
出
し
た
。
二
人
の
先
生
か
ら

は
親
切
な
返
事
が
き
た
。
そ
し
て
、
扶
氏
は
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
訳
者
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
中
野
先
生
か
ら
は
『
扶
氏
長
生
法
』
は
武
長
図
書
館
に
も
あ
る
は
ず
で
、
貴
重
な
収
穫
と
ほ
め
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
し
ば
く
し
て
長
野
県
に
出
張
し
た
。
松
本
市
の
信
州
大
学
医
学
部
前
の
古
書
店
に
寄
っ
た
時
、
古
医
書
は
な
い
か
と
聞
く
と
、
そ

の
店
主
が
「
惜
し
い
こ
と
を
し
ま
し
た
、
最
近
ま
で
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
製
紙
工
場
に
売
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
な
ら
残
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
。
土
間
に
荒
な
わ
で
し
ば
っ
た
古
医
書
が
あ
っ
た
。
当
時
は
こ
ん
な
扱
い
を
う
け
て
い
た
。
こ
の
古
医
書
を
蜜
柑
箱
一
ぱ
い
買
っ

た
。
家
で
調
べ
て
桑
た
ら
、
徳
川
時
代
の
救
急
方
書
が
含
ま
れ
て
い
た
。
多
紀
元
恵
の
『
広
恵
済
急
方
』
〔
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
〕
、
丹
波

元
簡
の
『
救
急
選
方
』
〔
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
〕
、
芸
州
蘭
江
堂
の
『
郷
里
急
救
方
』
〔
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
〕
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

前
述
の
『
扶
氏
長
生
法
』
の
訳
者
が
松
本
の
辻
恕
介
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
書
店
で
関
係
の
本
で
も
な
い
か
と
探
し
て
い
た
ら
、

『
男
爵
辻
新
次
翁
』
と
い
う
伝
記
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
本
か
ら
明
治
の
文
部
次
官
を
つ
と
め
た
こ
の
辻
新
次
男
爵
の
兄
が
恕
介
で
あ
っ
た
こ

（
一
二
）

と
が
後
に
な
っ
て
わ
か
り
、
『
日
本
医
事
新
報
」
で
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
で
な
ん
と
な
く
、
徳
川
時
代
の
養
生
書
、
衛
生
書

を
集
め
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
。

書
店
で
小
さ
な
『
扶
氏
長
生
法
』
を
見
（

医
史
学
関
係
の
最
初
の
購
入
書
だ
っ
た
。

ん
だ
。
金
も
な
い
の
で
ど
ん
ど
ん
古
書
を
購
入
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
し
、
徳
川
時
代
の
医
書
に
関
心
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
神
田
の

書
店
で
小
さ
な
『
扶
氏
長
生
法
』
を
見
つ
け
た
。
当
時
は
和
医
書
の
古
書
は
極
め
て
安
価
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
購
入
し
た
。
こ
れ
が

衛
生
史
の
研
究
か
ら
、
な
か
で
も
労
働
衛
生
史
の
研
究
に
次
第
に
私
の
関
心
が
移
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
労
働
科
学
研
究
所
の
暉
峻
所

二
労
働
衛
生
史
の
研
究
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長
、
桐
原
葆
見
文
博
（
心
理
学
）
は
二
人
と
も
学
生
時
代
、
富
士
川
瀞
博
士
編
集
の
雑
誌
の
編
集
を
手
伝
っ
て
い
た
関
係
で
あ
ろ
う
、
日
本

医
史
学
会
の
評
議
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
人
と
も
歴
史
に
は
関
心
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
医
史
学
会
総
会
に
は
出
席
す
る
機
会
が
な
か
つ

冊
に
非
常
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
時
代
の
暉
峻
所
長
は
留
学
中
に
大
原
孫
三
郎
倉
紡
社
長
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
図
書
館
か
ら

「
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
学
史
文
庫
」
約
四
千
冊
を
購
入
し
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
大
金
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
ミ
．
国
胃
ぐ
皇
の

（
四
）

《
己
⑦
員
。
日
。
。
ａ
淀
》
が
入
っ
て
い
て
、
暉
峻
所
長
は
こ
れ
を
翻
訳
、
岩
波
文
庫
の
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
生
理
学
者
で
も
あ
る
の
で
こ
の
一

ま
た
、
こ
の
「
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
学
史
文
庫
」
に
は
労
働
衛
生
関
係
で
ラ
マ
ッ
ッ
ィ
ー
ニ
犀
冒
脚
己
冒
。
困
秒
日
四
国
国
目
の
『
工
人
の
病
気
』

（
五
）

（
己
の
冒
自
豆
“
シ
胃
胃
昌
日
目
“
昌
冨
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

（
一
ハ
）

そ
う
し
た
関
係
で
暉
峻
所
長
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
「
労
働
科
学
研
究
の
史
的
考
察
」
と
い
う
論
文
の
な
か
で
ラ
マ
ッ
ッ
ィ
ー
ニ

や
ラ
ポ
ァ
ジ
エ
、
・
ヘ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
労
働
衛
生
史
の
初
期
論
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
労
働
科
学
研
究
所
の
久
保
田
重
孝
博
士
は
職
業
病
研
究
の
専
門
家
で
あ
っ
た
が
、
個
套
の
職
業
病
の
歴
史
に
関
心
が
あ
っ
て
、
史
料

（
七
）

集
め
を
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
著
『
最
近
の
職
業
病
』
に
は
『
大
葛
金
山
金
掘
病
体
言
』
の
よ
う
な
徳
川
時
代
の
金
山
の
珪
肺
の
資
料

を
初
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
記
載
の
臨
床
症
状
が
余
り
に
的
確
で
あ
っ
た
た
め
に
、
病
体
言
の
筆
者
の
荒
谷
忠
兵
衛
は
大
葛
金
山
の
医
師

と
し
て
い
た
が
、
後
に
な
っ
て
私
は
こ
の
荒
谷
忠
兵
衛
は
医
師
で
な
く
て
、
山
主
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
徳
川
時
代
の
鉱
山

の
経
営
者
が
、
珪
肺
対
策
に
苦
心
し
た
と
い
う
一
つ
の
資
料
で
も
あ
っ
た
。

敗
戦
後
は
政
策
的
に
炭
・
鉱
山
、
製
鉄
、
肥
料
工
業
な
ど
の
傾
斜
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
う
し
た
作
業
場
の
調
査
の
機
会
が
多
く

あ
っ
た
。
こ
と
に
労
働
基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
制
定
さ
れ
、
労
働
衛
生
思
想
が
高
揚
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

訪
問
し
た
作
業
場
で
、
歴
史
的
な
史
料
な
ど
を
含
め
て
資
料
を
集
め
た
。
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
資
料
を
集
め
る

た
0
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戦
後
は
ま
だ
戦
前
の
製
鉄
所
の
高
温
作
業
場
な
ど
が
残
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
や
が
て
、
能
率
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
冷
房
そ
の
他
の
高
温
対

策
が
進
ん
で
く
る
し
、
一
方
、
技
術
革
新
が
高
温
重
筋
的
な
作
業
を
少
な
く
し
て
、
製
鉄
所
な
ど
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
で
、
冷
房
し
た
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
で
作
業
を
看
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鉱
山
の
冷
房
も
は
じ
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
高
温
作
業
の
歴
史
も
自
分
の
眼
で
実
際

こ
と
が
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
鉱
山
や
炭
鉱
の
友
子
同
盟
（
鉱
夫
の
共
済
組
織
）
の
資
料
な
ど
は
徳
川
時
代
か
ら
続
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

三
菱
金
属
鉱
山
㈱
の
生
野
鉱
山
に
は
徳
川
幕
府
の
代
官
所
記
録
も
残
っ
て
い
て
柏
村
儀
作
（
故
人
）
と
い
う
郷
土
史
家
に
は
生
野
鉱
山
史
の

研
究
の
な
か
で
、
煙
毒
（
珪
肺
）
資
料
も
明
ら
か
に
し
て
貰
っ
た
。
こ
の
協
力
が
な
か
っ
た
ら
、
生
野
鉱
山
の
塵
肺
の
歴
史
は
余
り
は
っ
き
り

し
な
い
う
ち
に
消
滅
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
創
立
の
三
菱
金
属
鉱
山
の
鉱
夫
共
済
組
合
病
院
の
資
料
や
写
真
は
会
社
に
も
な
く
、
生
野
の
故
老
か
ら
入

公
害
で
有
機
水
銀
中
毒
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
時
、
水
銀
中
毒
の
歴
史
も
ま
と
め
て
ゑ
た
。
ま
だ
大
正
時
代
の
計
器
工
場
な
ど
の
水
銀
中
毒

を
調
査
研
究
し
た
先
輩
た
ち
も
活
動
し
て
い
た
の
で
、
実
際
に
記
録
に
は
で
て
い
な
い
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
一
○
）

当
時
、
日
本
産
業
衛
生
協
会
（
現
学
会
）
の
南
俊
治
理
事
長
が
『
明
治
以
降
・
日
本
労
働
衛
生
史
』
を
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
に
著

わ
し
た
。
著
者
が
監
督
官
の
経
験
者
で
も
あ
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
労
働
衛
生
行
政
を
中
心
に
し
た
最
初
の
労
働
衛
生
史
の
単
行
本
で
あ
っ

な
お
明
治
三
十
年

（
八
、
九
）

手
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
一
一
）

私
は
研
究
所
の
雑
誌
に
「
通
説
衛
生
史
」
を
書
き
た
め
て
い
た
の
で
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
新
書
判
で
『
労
働
の
歴
史
』
を
と

（
一
一
一
）

り
ま
と
め
た
。
職
業
病
を
中
心
に
し
た
労
働
衛
生
史
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
私
は
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
か
ら
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）

に
か
け
て
「
労
働
衛
生
学
史
序
説
（
第
一
’
三
二
部
）
を
『
労
働
科
学
』
誌
に
連
載
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
を
中
心
に
し
て
、
『
労
働
と
健
康

（
一
三
１
’
一
五
）
（
一
六
）
（
一
七
）

の
歴
史
』
第
一
’
三
巻
を
著
わ
し
た
。
さ
ら
に
、
書
き
お
ろ
し
で
第
四
巻
と
『
労
働
と
健
康
の
戦
後
史
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
、
新
し

↑
卜
Ｑ

に
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
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こ
と
、
つ
ま
り
、
日
本
の
労
働
衛
生
可

第
三
回
目
は
四
月
二
十
日
に
行
っ
た
。

官
、
名
大
教
授
）
、
水
津
利
輔

古
沢
一
夫
（
神
戸
大
教
授
）
、

働
の
科
学
』
誌
に
掲
載
し
た
。

働
と
健
康
の
歴
史
』
に
も
引
用
し
た
。

労
働
衛
生
史
に
関
連
の
あ
る
労
働
の
実
態
は
会
社
の
記
録
や
資
料
だ
け
で
は
わ
か
ら
ぬ
点
も
多
い
の
で
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
前
後

に
現
場
で
働
い
た
労
働
者
を
対
象
に
対
談
し
た
。
製
鉄
工
、
石
工
、
製
糸
女
工
、
国
鉄
機
関
士
、
東
京
土
建
労
組
の
大
工
、
鉱
山
労
働
者
、
印

刷
工
、
靴
工
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
電
話
交
換
手
、
看
護
婦
、
汽
船
の
甲
板
員
、
操
機
員
、
司
厨
員
、
都
電
運
転
手
と
車
掌
、
駅
の
赤
帽
、
炭
焼

き
、
筏
流
手
、
海
女
な
ど
で
、
対
談
は
『
労
働
の
科
学
』
誌
に
掲
載
し
た
が
、
ま
だ
単
行
本
に
は
ま
と
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
部
は
『
労

「
僕
は
自
分
の
こ
と
を
話
す
の
は
き
ら
い
だ
が
、
大
分
年
を
と
っ
た
の
で
、
君
に
何
も
か
も
話
し
て
お
き
た
い
」
と
先
生
は
い
っ
て
い
た
。

第
三
回
目
の
対
談
の
一
週
間
後
に
、
先
生
に
脳
卒
中
の
発
作
が
お
こ
り
、
対
談
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
創

（
一
八
）

立
の
と
こ
ろ
で
話
は
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
に
追
憶
出
版
『
暉
峻
義
等
博
士
と
労
働
科
学
』
に
こ
の
対
談
抄
を
載
せ
て
お
い
た
。

い
資
料
が
集
ま
っ
て
、
追
加
を
必
要
と
す
る
事
項
も
多
悩
い
し
、
訂
正
を
要
す
る
点
も
あ
る
の
で
、
補
遺
編
の
出
版
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

〉
（
》
。

暉
峻
博
士
と
の
対
談
は
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
三
回
行
っ
た
。
写
真
（
図
１
）
は
こ
の
時
の
も
の
で
、
労
働
科
学
の
発
足
当
時
の

と
、
つ
ま
り
、
日
本
の
労
働
衛
生
研
究
史
の
初
期
に
つ
い
て
聞
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
回
は
二
月
、
第
二
回
は
三
月
、

三
労
働
衛
生
史
の
た
め
の
対
談

一
方
、
労
働
衛
生
の
研
究
や
行
政
に
か
か
わ
っ
て
実
際
に
労
働
衛
生
史
を
み
て
き
た
先
輩
達
と
も
対
談
し
た
。
鯉
沼
茄
吾
（
元
工
場
監
督

名
大
教
授
）
、
水
津
利
輔
（
日
本
鉄
鋼
連
盟
理
事
）
、
大
西
清
治
（
元
工
場
監
督
官
、
珪
肺
労
災
病
院
長
）
、
近
藤
正
二
（
東
北
大
教
授
）
、

継
一
夫
（
神
戸
大
教
授
）
、
松
下
正
信
（
元
鉱
山
監
督
官
）
、
勝
木
新
次
（
元
労
研
所
長
）
、
暉
峻
義
等
な
ど
の
諸
先
生
で
、
こ
の
対
談
も
『
労
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物
』
に
は
い
く
つ
か
の
労
働
衛
生
関
係
の
記
事
が
あ
っ
て
驚
く
の
で
あ
っ
て
、
中
国
に
も
眼
を
む
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
日
本
で
は
す
で
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
職
業
病
が
発
展
途
上
国
の
職
場
で
し
ば
し
ば
承
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
職
業
病
に
つ
い
て

は
わ
が
国
が
こ
れ
ま
で
実
行
し
て
き
た
対
策
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
急
速
に
変
容
し
て
い
く
、
日
本
の
労
働
条
件
や
環
境
条
件
と
健
康
に
つ
い
て
の
現
代
史
の
記
録
は
ま
た
国
際
的

に
役
立
つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

ご′~、ご
ワこ、_ノ 参
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九
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な
お
労
働
科
学
研
究
所
の
歴
史
に
つ
い
て
は
私
が
『
労
働
科
学
研
究
所
六
○
年
史
話
』
を
ま
と

め
て
お
り
、
こ
れ
も
日
本
の
労
働
衛
生
史
の
一
断
面
を
示
し
て
い
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と
考
え
て
い
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日
本
人
、
全
て
が
働
く
時
代
を
む
か
え
た
現
代
は
労
働
衛
生
史
は
ま
た
生
活
史
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。

四
労
働
衛
生
現
代
史
の
必
要
性
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史
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○
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